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○
日
時

令
和
７
年
５
月
１９
日

（月
）
午
後
２
時
～

○
場
所
　
新
潟
東
映
ホ
テ
ル

一
階
白
鳥
の
間

○
通
常
総
代
会
開
会

司
会
　
石
橋
有
史
総
務
部
長

一
、
開
会
宣
言
　
阿
部
勇
副
理
事
長

二
、
開
会
挨
拶
　
早
川
幹
夫
理
事
長

本
日
は
第
６９
回
通
常
総
代
会
の
開

催
に
あ
た
り
ま
し
て
、
総
代
の
皆
様

方
に
は
何
か
と
、
ご
多
用
の
な
か
、

お
集
ま
り
を
頂
き
ま
し
て
あ
り
が
と

う
御
座
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
度
の

総
代
会
を
１
時
間
繰
り
下
げ
て
開
催

さ
せ
て
頂
い
た
と
言
う
事
で
皆
様
方

に
は
、
何
か
と
ご
迷
惑
ご
協
力
頂
い

た
事
、
改
め
て
こ
の
場
を
借
り
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
経
済
は
ト
ラ
ン
プ
関
税
で
大

変
振
り
回
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
り

ま
す
。
先
の
読
め
な
い
状
況
で
あ
り

ま
す
が
私
ど
も
の
理
容
業
も
ご
存
じ

の
よ
う
に
、
組
合
員
の
高
齢
化
で
組

合
の
運
営
が
大
変
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で

私
ど
も
は
昨
年
、
皆
様
方
か
ら
国
の

補
助
金
を
使
っ
て
物
価
や
人
件
費
の

上
昇
を
転
嫁
し
た
適
正
価
格
で
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
目
的
と
し
た
セ
ミ
ナ

ー
「儲
か
る
業
作
り
の
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て

併
せ
て
デ
ジ
活

「
儲
か
る
塾
セ

ミ
ナ
ー
」、
こ
れ
ま
で
新
潟
で
続
け

て
き
た
「
ヘ
ア
な
び
」
を
大
い
に
全
国

的
に
普
及
さ
せ
よ
う
と
言
う
事
で
、

私
ど
も
新
潟
県
が
４
年
５
年
か
け
て

や
っ
て
来
た
も
の
を
、
連
合
会
で
私

の
方
か
ら
提
案
さ
せ
て
頂
い
て
、
お

蔭
様
で
、
全
国
で
普
及
の
活
動
を
し

て
お
り
ま
す
。

何
と
か
、
こ
れ
ら
を
活
用
さ
せ
て

頂
き
な
が
ら
組
合
の
皆
様
が
少
し
で

も
元
気
が
出
る
よ
う
に
願
っ
て
お
る

と
こ
ろ
で
御
座
い
ま
す
。
本
日
の
総

代
会
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
頂
い
て

ス
ム
ー
ズ
に
進
行
出
来
ま
す
事
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
簡
単
で
は
御

座
い
ま
す
が
開
会
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
御
座
い

ま
し
た
。

三
、
議
長
選
出

司
会
に
よ
り
、
定
款
に
は
「総
代

会
に
は
、
議
長
、
副
議
長
を
構
成
員

の
う
ち
よ
り
選
出
す
る
」
と
規
定
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
選
出
い
た
し
た

い
と
存
じ
ま
す
。
こ
の
事
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
選
出
し
た
ら
良
い
か
、

お
謀
り
し
ま
す
。

○
議
場
よ
り
「執
行
部

一
任
」
の
声
が

有
り
ま
す
が
、
執
行
部
に

一
任
し
て

頂
い
て
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か

）

○
議
場
か
ら
「異
議
無
し
」
の
声
多

数
で
、
執
行
部
よ
り
早
川
理
事
長

が
議
長
団
を
読
み
上
げ
、
議
長
、

副
議
長
、
書
記
を
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
議
長
団
議
長
　
　
永
井
敏
明

（柏
崎
）

副
議
長
　
松
谷
　
慶

（糸
魚
川
）

副
議
長
　
上
野
　
清

（高
田
）

書
記
　
　
河
端

一
人

（直
江
津
）

書
記
　
　
野
本
　
岳

（糸
魚
川
）

マ
イ
ク
係
山
岸
直
樹

（直
江
津
）

松
下
陽
治

（高
田
）

○
議
場
か
ら
の
拍
手
の
中
、
議
長

団
が
壇
上
に
着
席
し
、
議
長
よ
り

就
任
の
挨
拶
の
後
、
通
常
総
代
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
よ
り
、
本
日
の
出
席
は
総

代
数
１
０
０
名
の
と
こ
ろ
、
本
人

出
席
９‐
名
、
代
理
出
席
１
名
、
委

任
状
７
名
で
す
。
よ
っ
て
本
日
の

総
代
会
は
有
効
に
成
立
し
て
い
る

こ
と
を
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案

「令
和
６
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算

関
係
書
類
承
認
の
件
」

執
行
部

経
過
報
告
、
事
業
報
告
概
要

早
川
理
事
長

総
務
部
　
　
石
橋
総
務
部
長

教
育
部
　
　
一品
橋
教
育
部
長

共
済
部
　
　
竹
田
共
催
部
長

文
化
、
広
報
部

石
橋
文
化
広
報
部
長

組
織
部
　
　
高
橋
組
織
部
長

経
理
部

（
一
般
会
計
、
事
業
部
収
支
明
細
、

共
済
部
収
支
明
細
、
自
動
車
共
済

収
支
明
細
）
に
つ
い
て

一
般
会
計

収
支
明
細

高
橋
経
理
部
長

余
剰
金
処
分
案
に
つ
い
て

早
川
理
事
長

事
業
部
収
支
明
細
、
共
済
部
収
支

明
細
、
自
動
車
共
済
収
支
明
細

竹
田
共
済
部
長

○
監
事
の
代
表
者
よ
り
監
査
報
告

監
事
代
表
　
内
藤
　
博
監
査

議
長
よ
り

議
案
説
明
及
び
監
査
意
見
を
踏

ま
え
１
号
議
案
に
た
い
し
て
質
問

等
、
問
い
ま
す
が
質
問
等
は
無
く

採
決
に
入
り
、
賛
成
多
数
で
第
１

号
議
案
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
号
議
案

「令
和
７
年
度
賦
課
金
の
賦
課
額
及

釧月B‖S雁鵬 JJJ“副 J‖Ⅳ



び
加
入
手
数
料
並
び
に
そ
の
徴
収

方
法
決
定
の
件
」

賦
課
金
、
加
入
手
数
料
金
額
等

早
川
理
事
長

議
案
説
明
後
、
審
議
に
入
り
ま

し
た
が
質
問
等
は
無
く
、
拍
手
多

数
で
第
２
号
議
案
は
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
第
３
号
議
案
と
第
４
号
議

案
は
関
連
が
あ
り
、　
一
括
上
程
さ

れ
ま
し
た
。

第
３
号
議
案

「令
和
７
年
度
事
業
計
画
並
び
名

収
支
予
算
決
定
の
件
」

第
４
号
議
案

「令
和
７
年
度
役
員
報
酬
決
定
の
件

」○
事
業
計
画
概
要
及
び
基
本
方
針

を
理
事
長
、
総
務
部
長
、
教
育
部

長
、
事
業
部
長
、
共
済
部
長
、
文

化
広
報
部
長
、
組
織
部
長
、
経
理

部
長
よ
り
議
案
内
容
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

○
経
理
関
係

（
一
般
会
計
）
に
つ

い
て
、
経
理
部
長
よ
り
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

○
令
和
７
年
役
員
報
酬
決
定
の
件

に
つ
き
ま
し
て
理
事
長
よ
り
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

第
３
号
議
案
、
第
４
号
議
案
に
つ

い
て
、
議
長
よ
り
意
見

・
質
問
を

確
認
し
ま
し
た
と
こ
ろ

☆
意
見

。
質
問
者

総
代
　
柳
　
則
夫

（東
支
部
）

こ
の
場
で
言
う
の
は
場
違
い
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
県
講
師
会
幹

事
長
と
し
て
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
講
習
会
等

を
県
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
や

ら
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
講
習
も
十
数
年
経
っ

て
来
て
い
ま
す
。
そ
の
際
に
毎
年

夏
の
研
修
会
を
受
け
て
、
新
し
い

情
報
を
仕
入
れ
な
が
ら
、
ま
た
、

毎
回
講
習
に
行
く
際
は
ア
ッ
プ
グ

レ
ー
ド
し
な
が
ら
出
講
し
て
い
た

の
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
マ
ン
ネ

リ
化
し
て
き
て
い
る
の
も
否
め
な

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
日
、
皆
様
が
各
支
部
か
ら
来

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
こ
の
場
で
、

言
わ
さ
せ
て
下
さ
い
。
な
か
な
か

マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
く
の
で
、
そ

こ
を
ど
う
や
っ
て
、
そ
う
な
ら
な

い
よ
う
に
打
破
す
る
か
考
え
て
は
、

い
る
の
で
す
が
、
現
在
、
県
講
師

会
十

一
名
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
半

分
は
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
講
習
を
受

け
て
、
半
分
は
「ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

講
習
は
勘
弁
し
て
く
れ
」
と
言
う

意
見
が
あ
り
ま
す
。
な
の
で
、
こ

れ
を
満
遍
な
く
皆
が
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
講
習
を
受
け
や
す
い
よ
う
に

す
る
に
は
？
と
思
っ
た
と
き
に

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
講
習
を
や
り
つ

つ
プ
ラ
ス
、
何
か
フ
リ
ー
テ
ー
マ
、

そ
れ
は
講
師
に
お
任
せ
し
て
「
１

０
０
％
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
講
習
を

し
て
く
だ
さ
い
」
で
は
無
く
例
え

ば
、
高
齢
化
で
理
容
師
が
減
っ
て

き
て
、
ど
の
よ
う
に
マ
ネ
ー
ジ
メ

じ

ン
ト
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
か
‥

。
と
か
、
介
護
の
現
場
は
、

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？
等
、
ネ

タ
は
多
く
あ
る
と
思
う
の
で
そ
れ

を
各
講
師
が
自
由
に
選
択
し
な
が

ら
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
講
習
の
中
に

含
め
て
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
講
習

を
１
０
０
％
や
る
の
で
は
無
く
て

フ
リ
ー
テ
ー
マ
を
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ

加
え
て
頂
け
れ
ば
講
師
も
動
き
や

す
く
な
る
、
そ
し
て
各
支
部
も
ま

た
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
講
習
依
頼
す

る
と
き
に
積
極
的
に
動
い
て
頂
け

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
講
師
会
と
し
て

一
言
、
述

べ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

☆
理
事
長
　
答
弁

は
い
、
あ
り
が
と
う
御
座
い
ま

す
。
講
習
会
の
皆
さ
ん
に
は
大
変

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
、
あ
り
が

た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
ど
も
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
活
動

は
全
国
で
も
新
潟
県
が

一
番
、
民

間
で
は
古
い
と
思
い
ま
す
。

私
が
言
い
出
し
っ
ぺ
で
、
内
閣
府

か
ら
来
て
も
ら
っ
て
説
明
を
受
け

て
か
ら
、
や
っ
て
今
日
ま
で
、
あ

る
わ
け
で
す
け
ど
、
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
大
い
に
や
っ
て
柳
幹
事
長
か

ら
も
積
極
的
に
執
行
し
て
も
ら
っ

て
有
難
い
の
で
す
が
、
各
支
部
で

も
、
ぜ
ひ
講
習
の
中
に
取
り
入
れ

て
頂
け
れ
ば
有
難
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

新
潟
県
で
も
非
常
に
評
価
さ
れ

て
お
り
、
先
般
も
花
角
知
事
に
こ

の
話
し
を
直
接
お
話
申
し
上
げ
て
、

非
常
に
花
角
知
事
も
喜
ん
で
、
「今

度
、
県
で
も
民
間
に
予
算
を
つ
け

て
も
っ
と
進
め
た
い
」
と
の
話
を
し

て
お
り
ま
し
た
。

新
発
田
の
酒
造
会
社
菊
水
の
社

長
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

下
越
で
は
民
間
で
菊
水
の
社
長
が

中
心
と
な
り
、
進
め
る
事
を
聞
い

て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
そ
う
言
う
面

で
は
大
い
に
活
用
し
て
頂
き
な
が

ら
、
今
、
提
案
が
あ
っ
た
独
自
の

フ
リ
ー
テ
ー
マ
で
や
っ
て
頂
く
の

は
大
い
に
良
い
と
思
い
ま
す
特
に

私
ど
も
昨
年
か
ら
デ
ジ
活
等
で
進

め
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
願

い
し
て
、
大
い
に
活
用
し
て
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
勉
強
会
や
っ
た
り
し
て
ほ
し

い
。
国
の
お
金
、
五
千
万
、
全
国

で
使
っ
て
や
る
。
本
来
は
こ
の
お

金
は
同
じ
事
業
は
２
年
続
け
て
は

ダ
メ
な
の
で
す
が
、
非
常
に
業
界

が
弱
っ
て
い
る
と
言
う
事
で
大
森

理
事
長
か
ら
も
話
し
を
し
て
も

ら
っ
て
国
が
認
め
て
く
れ
た
。
と

言
う
事
で
「本
年
度
と
同
じ
よ
う
な

事
業
を
や
っ
て
も
ら
っ
て
も
結
構

で
す
よ
」
と
言
う
こ
と
で
各
支
部
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
で
積
極
的
に
活
用
頂

だ
い
て
講
習
会
を
開
い
て
頂
け
れ

ば
大
変
有
難
い
と
思
い
ま
す
。

予
算
書
を
視
て
頂
け
れ
ば
わ
か

る
と
思
い
ま
す
が
教
育
費
の
欄
は

０
円
で
す
、
つ
け
て
ま
せ
ん
。
柳

）

幹
事
長
か
ら
も
ご
理
解
頂
い
て
お

り
ま
す
が
予
算
は
つ
い
て
下
り
ま

せ
ん
が
補
助
金
を
使
っ
て
大
い
に

コ
ロ
ナ
復
興
、
収
益
力
向
上
の
予

算
を
つ
け
て
頂
い
た
、
新
潟
県
は

特
に
予
算
を
つ
け
て
も
ら
っ
て
有

難
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
大
い

に
活
用
し
て
頂
い
て
積
極
的
に
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
組
合
が
元
気

の
出
る
企
画
を
教
育
部
を
窓
口
に

や
っ
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
こ
の
件
に
つ
い
て
質
問

等
は
無
く
採
決
に
入
り
、
拍
手
多

数
で
第
３
号
議
案
、
第
４
号
議
案

は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
書
の

（案
）
を
消
し
て
下
さ
い
。

第
５
号
議
案

「令
和
７
年
度
借
入
金
の
最
高
限
度

額
決
定
の
件
」

○
理
事
長
よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
第
５
号
議
案
に
つ
い
て
質
問
等
は

無
く
、
採
決
に
入
り
拍
手
多
数
で

第
５
号
議
案
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
６
号
議
案

「組
合
加
入
者
報
告
の
件
」

○
令
和
６
年
度
加
入
者
、
名
義
変

更
者
に
つ
い
て
総
務
部
長
よ
り
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

第
６
号
議
案
に
つ
き
ま
し
て
質
問

等
は
無
く
、
採
決
に
入
り
、
拍
手

多
数
で
第
６
号
議
案
は
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

第
７
号
議
案

「組
合
脱
退
者
報
告
の
件
」



○
令
和
６
年
度
脱
退
者
に
つ
い
て

総
務
部
長
よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。第
７
号
議
案
に
つ
き
ま
し
て
質

問
等
は
無
く
、
採
決
に
入
り
拍
手

多
数
で
、
第
７
号
議
案
は
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

第
８
号
議
案

「そ
の
他
の
件
」

第
８
号
議
案
に
つ
い
て
提
出
議
案

は
無
く
、
な
い
も
の
と
判
断
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

○
「新
潟
県
理
容
生
活
同
業
組
合
共

済
会
」
開
催

令
和
６
年
度
決
算
に
つ
い
て
副
理

事
長
よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
決
算
に
つ
い
て
、
質

問
等
無
く
採
決
に
入
り
、
拍
手
多

数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

○
「新
潟
県
理
容
政
治
連
盟
総
会
及

び
自
由
民
主
党
新
潟
県
支
部
総
会
」

開
催
副
理
事
長
よ
り
各
令
和
６
年
度
決

算
、
各
令
和
７
年
度
予
算
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

質
問
等
無
く
、
採
決
に
入
り
拍
手

多
数
で
原
案
の
よ
う
に
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

☆
議
長
に
よ
り

以
上
で
本
日
の
審
議
は
す
べ
て
終

了
し
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

議
長
降
壇

印囲
〈ム
一日一一一ロ

阿
部
副
理
事
長

新
潟
東
映
ホ
テ
ル
白
鳥
の
間
に
お

い
て
、
午
後
４
時
よ
り
「令
和
７
年

表
彰
式
」
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

開
会
　
　
　
　
　
石
橋
常
任
理
事

開
式
の
辞
　
　
　
阿
部
副
理
事
長

式
辞
　
　
　
　
　
早
川
理
事
長

表
彰
状
授
与
式

○
永
年
組
合
員
表
彰

受
賞
者
　
十

一
名

代
表
受
賞
者
　
　
山
崎
　
等
　
様

○
功
寿
表
彰

受
賞
者
　
エハ
名

☆

永
年
組
合
員
表
彰
者
及
び
功
寿

表
彰
者
の
全
員
の
お
名
前
が
読
み

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
代
表
謝
辞

糸
魚
川
支
部
　
山
崎
　
等
　
様

閉
式
の
辞

高
橋
常
任
理
事

一　
、　
　
「明
〈バ

ニ
、　
挨
拶

三
、
来
賓
挨
拶

一馴
，
水珪峨
障
圭̈峨
口貝

細
田
健

一　

様

早 石
川 橋
理 常
事 任
長 理
事

前
衆
議
院
議
員
鷲
尾
英

一
郎

様

副
事
務
所
長
　
　
川
村
　
保
　
様

参
議
院
議
員
　
　
小
林

一
大
　
様

秘
書
　
　
山
下
和
明
　
様

新
潟
県
議
会
議
員
小
鍛
治
就
也
様

四
、
来
賓
紹
介

新
潟
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン

タ
ー
専
務
理
事
　
北
原
良

一　
様

（株
）
日
本
政
策
金
融
公
庫

新
潟
支
店
　
支
店
長

弥
勒
院
聴
秀
　
様

（株
）
日
本
政
策
金
融
公
庫

長
岡
支
店
　
融
資
課
長

末
安
公
宣
　
様

（株
）
日
本
政
策
金
融
公
庫

三
条
支
店
　
副
事
業
統
括

遠
藤
　
聡
　
様

新
潟
県
美
容
業
生
活
衛
生
同
業
組

〈
口
　
理
事
長
　
　
竹
内
聖
二
　
様

新
潟
理
容
美
容
専
門
学
校
校
長

）

代
理
出
席
　
事
務
長若
槻
　
裕
　
様

リ
ス
ロ
ン
株
式
会
社

新
潟
支
店
　
技
術
営
業
部

治
田

一
郎
　
様

望
　
宝
　
株
式
会
社

代
表
取
締
役
　
割
田
　
勇
　
様

ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
保
険
株
式
会
社

新
潟
支
社
　
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

秋
山
慎
次
　
様

ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
保
険
株
式
会
社

新
潟
第
５
営
業
所
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト

中
山
亜
由
美
　
様

ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
保
険
株
式
会
社

長
岡
支
店
　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
　
兵
藤
高
明
　
様

有
限
会
社
ユ
ニ
ゾ
ン

代
表
取
締
役
　
吉
村
之
宏
　
様

株
式
会
社
ミ
ツ
ウ
ロ
コ
ヴ
ェ
ッ
セ
ル

関
東
事
業
部

山
口
新
樹
　
様

株
式
会
社
ビ
ュ
ー
ズ

代
表
取
締
役
　
神
丸
直
樹
　
様

四
、
乾
杯

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫

新
潟
支
店
　
支
店
長

弥
勒
院
　
聴
秀
　
様

五
、
開
宴

六
、
中
締
め
高
橋
　
幹
夫
　
常
任
理
事

七
、
開
宴
阿
部
　
勇
　
副
理
事
長

今
年
６
月
２
日
（
月
）Ｈ
時
よ
り

ア
ー
ト
ホ
テ
ル
新
潟
駅
前
（新
潟
市
）

に
て

「ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
相
互
研
究

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
研
究
会
は
毎
年
常
任
理
事
、
県

講
師
会
の
皆
様
に
お
集
ま
り
い
た

だ
き
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
役
割

の
再
確
認
や
今
後
の
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
養
成
研
修
の
進
め
方
を
話
し

合
う
機
会
と
し
て
開
催
し
て
お
り

ま
す
。
今
回
は
県
講
師
会

・
柳
幹
事
長

の
ご
要
望
に
よ
リ
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
養
成
研
修
を
担
当
す
る
講
師

の
育
成
に
重
点
を
置
き
、
研
修
を

行
え
る
講
師
を
増
や
す
こ
と
、
組

合
員
に
伝
え
る
べ
き
内
容
を
確
認

す
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
同
様
オ
フ
ィ
ス

・
エ
ヌ

代
表

。
南
雲
陽
子
先
生
よ
り
ご
講

義
を
い
た
だ
き
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

養
成
研
修
の
講
師
を
務
め
る
際
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

当
日
南
雲
先
生
の
講
義
を
受
け
ら

れ
た
講
師
会

・
田
中
渚
さ
ん
の
感

想
で
す
。
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麒|‐機蘇ヽ ト
【ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
講
習
を
受
け
て

の
感
想
】

今
回
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
講
習

を
受
講
し
、
改
め
て

「人
の
命
を

守
る
」
と
い
う
こ
と
の
重
み
を
感

じ
ま
し
た
。

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
悩
ん
で

い
る
人
に
気
づ
き
、
声
を
か
け
、

必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
、
見
守
る

役
割
を
担
う
存
在
で
あ
る
と
学
び

ま
し
た
。
特
別
な
人
の
役
割
で
は

な
く
資
格
も
必
要
な
い
。
誰
も
が

日
常
の
中
で
担
え
る
こ
と
。

講
習
で
は
、
心
の
不
調
の
サ
イ

ン
に
気
づ
く
ポ
イ
ン
ト
や
、
適
切

な
声
の
か
け
方
、
す
ぐ
に
で
も
日

常
に
活
か
せ
る
知
識
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
「解
決
し
よ
う
と

し
す
ぎ
な
い
こ
と
」
「寄
り
添
う
姿

勢
を
持
つ
こ
と
」
「聴
く
姿
勢
」
が

ど
れ
だ
け
安
心
感
に
つ
な
が
る
か

を
学
び
ま
し
た
。

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
悩
み

を
抱
え
て
い
る
人
は
思
っ
た
以
上
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おくやみ

ご冥福をお祈り致します

販促グッス値って
集客。霧上UPI

赤ちゃん筆を通して

新しいお書構を増やそう :

・送料も
すべて無料

多
く
、
声
に
出
せ
ず
に
苦
し
ん
で

い
る
場
合
も
あ
る
か
ら
こ
そ

「気

づ
き
」
「話
を
聴
く
」
が
、
何
よ
り

も
大
切
だ
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

今
後
は
、
自
分
自
身
が
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
と
し
て
の
意
識
を
持
ち
、

身
近
な
人
の
変
化
に
気
づ
き
、
小

さ
な
心
の
サ
イ
ン
に
も
耳
を
傾
け

ら
れ
る
よ
う
心
が
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
こ
の
講
習
を
受
け

て
終
わ
り
で
は
な
く
、
学
ん
だ
こ

と
を
身
近
の
中
で
活
か
し
て
い
け

る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
で
す
。

新
潟
県
講
師
会
会
員
　
田
中
渚

従業員と知つておく、
全理連の「万が一の備え」

一̈一一一）一̈一”一一一一全てのサービスの
詳細はこちら
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